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日本での暮らし紹介 

 
－日本に来る前の日本の印象－ 
日本に来る前の日本の印象は、アニメが盛んなため、少し変な人が多いのかと思っていました。 

実際に来日したところ、そうでもなかったので驚きました。 
町がとても栄えているかと思っていましたが、実際は東京の都内以外はごく普通だったので、少

しガッカリしました。 
 
－日本に来て驚いたこと、困ったこと－ 
マクドナルドの中でタバコが吸えるのを見て驚きました。自分の国ではファ－ストフ－ド店は子

供や学生がよく利用するので、全席禁煙になっています。 
またコンビニに成年誌が置いてあることやカラスが多いこと、渋谷のギャルファッション（ガン

グロ（顔を黒くする化粧法）、しゃべり方など）、そして地震などに驚きました。 
 
－日本の好きな場所、好きな食べ物－ 
好きな場所は高尾山、東京工科大学、上野公園などです。 



 
 

 

 
（注：写真は東京工科大学です。） 
 
好きな食べ物はもんじゃ焼です（もんじゃ焼は最初、見た目に驚きましたが、実際に食べてみた

らすごく美味しかったので好きになりました。）、ロシアンルーレットたこ焼き、もつ煮込み、すき

焼き、チョコび（お菓子）なども好きです。 
 
 



 
－現在の日本での生活－ 
現在日本では、学校とバイトを両立させている普通の大学生の生活を送っています。日本人との

交流を深めるため、様々なイベントに積極的に参加しています。 
 

  母国の紹介  
 
－母国（出身地）の場所、気候－ 
母国（韓国）の出身地は韓国の首都であるソウルです。韓国は日本と同じく春夏秋冬の四つの季

節に分かれています。特に自分の実家があるソウルは東京より緯度が上なので冬は寒く、夏は東京

ほど暑くはないですが、それでもかなり暑いほうです。体感的にはソウルの方が暑いと思います。 
 
－母国の文化のこと－ 
韓国は日本と一番近いので日本と共通している文化と違う文化があります。 

日本と似ている韓国の文化は例えば食事の時には箸を使うとか、職場での上下関係が厳しいことで

す。言葉も、謙譲語や尊敬語を使うなど似ている点があります。 
違うところは、日本の場合、食費は自分が食べた分は自分で払いますが、韓国の場合は年上が払

う場合が多いです。また、韓国には日本のお祭りのように町ぐるみで何かを共同でやる習慣がない

ことや、親の前に煙草を吸ってはいけないこと、食事の時に日本の場合は皿を持って食事をします

が、韓国は逆に皿を置いて食事をするなど、様々な違いがあります。 
このように韓国と日本の文化は似ているところが多いですが、その反面、違いも多いです。 

 
－母国の経済、産業のこと－ 
韓国の経済と産業は日本とかなり似ています。韓国は日本と同じく天然資源が少ないため、経済

と産業のほとんどを海外への輸出と金融市場に依存しています。特に日本より人口が少ないため、

国内マーケットは小さく、その結果日本より、輸出に依存しています。韓国の主な輸出品は車、半

導体、携帯電話などがあります。最近は韓流という韓国のドラマ、音楽、映画など文化的なコンテ

ンツも輸出しています。 
 
－母国でおすすめの場所、食べ物－ 
韓国でのおすすめの場所はもちろん韓国の首都であるソウルです。その理由はソウルは韓国で一

番盛んな都市で景福宮（キョンボックン）や水原華城（スウォンファソン）等の文化財や南山タワ

ーや６３ビル等の観光スポット、ドラマ「冬のソナタ」で有名なった春川や同じくドラマ「大

長今」で有名になった大長今テーマパークなど様々な見どころがあるからです。 

韓国の食べ物の中でのお勧めはすでに日本でも有名なキムチ、チヂミ、焼き肉、ビビンパ、トッ

ポキ（もちを辛くして炒めた物）などがありますが、日本での味と韓国での味は違うので韓国で食

べるのをお勧めします。 



 

（写真はトッポキです。）               （写真は景福宮です。） 
 

 
 
 

 

（写真は水原華城です。）                 （写真はソウルの夜景です。） 
 
 
 


